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群馬県立太田東高等学校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和２年度版）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

外部アン 外部アン評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 改 善 策 自己評価 改 善 策ケート等 ケート等

Ⅰ 特色ある学校 １ 特色ある教育活動を行 ①進学重視型の単位制の学校として、習 ①ステップアップサポート事業を活用 コロナ禍で授業進度優先のためステップ コロナ禍の授業では、話し合い
づくりに努めて っていますか。 熟度別･少人数制の授業形態や、自らの し、幅広い学力を付けさせる授業の Ｂ Ｃ アップサポート事業も縮小しての実施であ や討論等がやりにくい状況が続い
いますか。 考えを深めたり、周りと意見交換し合った 実践を行うとともに、５５分授業を活か るが、その趣旨を理解し、職員一丸となっ Ｂ Ｃ ている。現状況での言語活動や対

りする授業内容に満足している生徒が７０ し、授業内での言語活動の充実を図 て授業改善に当たる。また、授業改善員会 話的活動の工夫を検討していく。
％以上いる。 る。 の有効活用を模索・検討していく。

②「みらい学」を中心としたEAST Project ②生徒の進路意識向上や学習への 年度当初から綿密な計画を組んで 来年度に向けて、コロナ禍の中
に主体的に取り組む生徒が、７０％以上 動機付けとなるよう、探究活動を工夫 Ｂ Ｃ いたがコロナ禍でご破算となり、新 Ｃ Ｃ でも実現可能な内容を早急に検討
いる。 して行わせる。 たに計画を組み直している。 する。
③自分の学校が好きだと感じている生徒 ③授業を充実させるとともに、特別活 コロナ禍で多くの学校行事が縮小さ オンラインや分散等を工夫し、
が、８０％以上いる。 動や部活動などの活性化を図る。 Ｃ Ｃ れている。充実した学校生活を支援し Ｃ Ｃ 感染症対策を講じたうえで、可能

ていく。 な行事を検討する。
２ ボランティア活動に生 ④学校周辺の清掃活動「わくわくボランテ ④ボランティアの意義について理解 コロナ禍のため今現在実施していない。 コロナ禍による太田市の警戒度
徒が積極的に取り組んで ィア」への参加生徒が、３０％以上いる。 を深めるようにし、多くの生徒の参加 － － ３学期に多少感染が治まれば実施したいと － － も最高レベルであり、現時点では
いますか。 をうながす。 考えている。 実施は出来ない。

Ⅱ 生徒の意欲的 ３ 生徒の実態に応じた指 ⑤生徒が「主体的」に取り組む授業の工 ⑤言語活動を充実させ、「主体的・対 共通テスト対策も兼ねて、言語活動およ 言語活動の一つとして、対話す
な学習活動につ 導を行っていますか。 夫が行われ、授業に「主体的に取り組む 話的で深い学び」の視点に立った授 Ｂ Ｃ び思考力・判断力の育成が必要である。対 るばかりでなく、「書く」ことに
いて適切な指導 ことができた」と答える生徒が ７０％以上 業展開を行う。 話形式の授業等がやりにくい中であるが、 Ｂ Ｃ よるやり取りなども検討し、アウ
をしていますか。 いる。 現在の取り組みを継続していく。 トプットの方法を検討する。

⑥自分のもつ力を発揮して、学習に意欲 ⑥習熟度別授業や少人数制授業の 習熟度授業や少人数授業は活用されてい コロナ禍でペアワーク等やりに
的に取り組んでいる生徒が、７０％以上い よさを十分に生かすとともに全ての学 Ｂ Ｃ るが、コロナ禍でペアワークやグループワーク Ｂ Ｃ くい中、ＩＣＴ機器の活用と一人
る。 力層の生徒に対応した授業を行う。 をすることが難しくなっている。今後はＩＣＴの 一台端末の活用を進めていく。

活用を進めたい。

４ 生徒は確かな学力を身 ⑦進路目標に応じた学力を身に付けたと ⑦基礎基本の定着を図るとともに、適 授業時数の確保はもちろんだが、 進路目標そのものを引き上げる
に付けていますか。 自己評価している生徒が７０％以上いる。 切な課題配布や課外授業によりそれ Ｃ Ｃ 演習の時間も取り入れて校外模試で Ｃ Ｃ ことにより、学習意欲の向上を促

らを活用できる指導を行う。 もある程度の成績を目指させたい。 したい。
⑧平日の学習時間が１時間３０分以上の ⑧進路講演会や二者面談等を行い、 コロナ禍による授業不足に対する 昨年度よりは増加したので、今
生徒が、７０％以上いる。 生徒に適切な目標をもたせ学習への Ａ Ｂ 危機感からか、家庭学習時間は増加。 Ｂ Ｃ 後も定期的に年次集会などで進路

自覚をうながす。 適切な課題を提供し、継続させる。 意識を高めていく。
Ⅲ 生徒の充実し ５ 組織的・継続的な指導 ⑨登下校時、生徒が自転車事故に遇わ ⑨係職員と係生徒が中心となり、登下 より一層、交通ルールを遵守させ 下校時交通指導を継続して取り
た学校生活につ を行っていますか。 ないために交通ルールを遵守させる。 校時の交通指導や交通安全教室等 Ｃ Ｂ るために、定期的に係職員で下校時 Ｂ Ｂ 組んでいく。
いて適切な指導 を行うとともに、全職員が積極的に指 交通指導を行う。 全教職員一丸となって生徒の自
をしていますか。 導に関わる。 律的態度の育成に努める。

⑩清掃時、職員室清掃関係者以外は職 ⑩生徒とコミュニケーションをとり、積 家庭で清掃を行っている生徒は少 清掃用具置き場の清掃、用具の
員室から出て、校内美化に努める。 極的に清掃に取り組む環境を作る。 Ｂ Ｂ なく、清掃のやり方について監督か Ｂ Ｂ 管理等をきちんと行う。

らの適切な指示が有効となる。
６ 生徒は健康で、規則正 ⑪家庭と連携を図りながら、生徒の怠慢 ⑪遅刻者記入カードを活用し、遅刻 担任の対応だけでなく、全教職員 生徒指導部と連携して指導に当
しい学校生活を送ってい による遅刻を減らし、１日の平均遅刻者が 常習者には保護者と連携して、個別 Ｂ Ｂ が一丸となって指導に当たる。 Ｂ Ｂ たる。また、生徒の自己管理能力
ますか。 全生徒の２％以下である。 の指導・支援を行う。 を育成する。

⑫自分の健康管理に気を遣って生活して ⑫「保健だより」で健康面を、「教育相 各種感染症の予防指導を含め生徒 今まで以上に保健便り等を通じ
いる生徒が、８０％以上いる。 談」や二者面談等で精神面を支え生 Ｂ Ｂ 自身が健康管理に関わる知識を活用 Ｂ Ｂ て生徒に情報を提供する。

徒の全般的な学校生活を支援する。 できるように働きかけを行う。
７ 学校はいじめの防止や ⑬ 「スマホ利用ルール」、「スローガン」、 ⑬ いじめ早期発見に向け、生徒観 日頃から全教職員がアンテナを高 各委員会と連携して、「スマホ
早期発見に向けた取組を 「SNSに頼らない人間関係づくり」を実行 察、校内巡視及び定期生活アンケー Ｂ Ｂ くもち、生徒観察や状況把握に努め、 Ｂ Ｂ 利用ルール」や「スローガン」、
積極的に行っています できている生徒が７０％以上いる。 ト等を行う。また、生徒が悩み等を相 情報共有を図る。生徒の相談には、 「SNSに頼らない人間関係づくり

か。 談しやすい環境作りに努める。 真剣に向き合い話を聴く。 活動」のより一層の充実を図る。

Ⅳ 生徒の主体的 ８ 計画的な指導を行って ⑭担任と生徒の二者面談を年２回以上、 ⑭進路希望調査や模試結果などを通 学校再開時の二者面談は効果的で 生徒がより向上心をもてる面接
な進路選択につ いますか。 保護者を加えた三者面談を年２回（１・２ して、生徒の進路希望・適性・学力等 Ｂ Ｂ あった。今後も進路目標を明確化さ Ｂ Ｂ ができるよう、担任の進路指導ス
いて適切な指導 年次は１回）効果的に実施する。 を資料化し、認識を共有する。 せる面談を各年次で工夫する。 キルを上げる。

⑮進路に関わる情報提供に肯定的な印 ⑮進路通信の情報発信に加えて、年 進路通信および各年次集会で進路 激変する大学入試状況の、より
象をもつ生徒が８０％以上いる。 次ごとの進路講演会や集会での連絡 Ａ Ｂ 関係の発信が増えたが、今後はより Ａ Ｂ 迅速・的確な情報提供を行う体制

を効果的に実施する。 計画的な情報提供を心がける。 及び方法を構築する。
９ 生徒は自らの進路につ ⑯自己の在り方生き方を考え、主体的に ⑯キャリア教育に関する行事の際に、 コロナ禍でほとんどのキャリア教 コロナ禍の中でも実施可能なキ
いて真剣に考え、その実 進路を選択することができるように努力を 事前事後の指導を徹底するとともに Ｂ Ｃ 育を実施できていない。今後は面談 Ｂ Ｂ ャリア教育を早急に検討し、生徒
現に向けて取り組んでい している生徒が、７０％以上いる。 その成果と課題を検証する。 等も利用しながら進路目標を設定さ の進路意識を高めていく。
ますか。 せ、それに向かって努力させる。

Ⅴ 開かれた学校 10 家庭、地域社会に積極 ⑰家庭、地域社会が学校評価の「学校を ⑰「公開みらい学」、学校説明会、オ 中学校での進路講演会や中学校訪問 引き続き中学校での進路講演会
づくりに努めて 的に情報発信をしていま 開く努力」の項目に７５％以上が肯定す ープンスクールなどを効果的に実施 などをとおして、本校生徒の様子・ Ｂ Ｂ や中学校訪問の機会を効果的に活
ますか。 すか。 る。 するとともに、積極的、計画的に広報 Ｂ Ｂ 実態を知ってもらうとともに、学校 かせるよう説明の内容や方法を工

活動を行う。 の特色を広報する機会を充実させる。 夫していく。
⑱学校案内、広報紙「みらい」の充実をす ⑱学校説明会等で学校案内、広報紙 学校案内や広報誌（今年度は年１回） 学校案内の内容を充実し、発信
すめ、ホームページを定期的に更新す を配布するなどして、本校の教育活 Ｂ Ｂ を作成し、関係中学校へ郵送したり中学 Ｂ Ｂ 媒体を見直す。また、配布の機会
る。 動を紹介するとともに、ホームページ 校での進路講演会や中学校訪問などで配 を効果的に活かせるよう配布先な

を充実させる。 布し本校の特色を広くPRしていく。 どを見直す。
11 保護者、地域社会は学 ⑲保護者、地域社会が学校評価の「本校 ⑲本校の教育活動について積極的 本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの学校説明を充実させ ホームページの内容を随時更新
校の教育活動に理解を示 の努力」の項目に７０％以上が肯定する。 に情報発信し、理解と協力を求める。 Ａ Ｂ 本校生徒の日々の活動の姿をより積極的 Ａ Ｂ し本校生徒の日常の姿を発信し、
してくれますか。 に伝えていく。 併せて中学校の進路講演会や説明

会等で周知していく。


